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ラクダの去勢 
―中国内モンゴル自治区アラシャー右旗の事例から― 
 
ソロンガ 
 
1. はじめに 
 去勢と搾乳は、生活としての牧畜が成立するうえで画期的な役割を果たした二大技術で
ある［梅棹 1976：75-78］。この 2 つにくわえて屠殺も牧畜にとって重要な技術である［小
長谷 1992：125］。つまり、去勢、搾乳、屠殺は生活様式としての牧畜において重要な三大
技術である。本稿では、この 3 つの技術のうち、去勢を取り上げる。 
モンゴルにかぎらず、多くの牧畜地域では牧畜民が家畜に対して去勢を施しているから、
去勢そのものは普遍的である［小長谷 1992：125］。地中海地域の牧畜では去勢される以前
にすでに多くの子オスが大量に屠殺されている。去勢するのは生殖能力の衰えたメスとオ
スである［谷 1977：138］。北東アフガニスタンのパシュトゥン族は種オス候補となる個体
をのぞいたオスを幼児期にすべて屠殺する［松井 1980：24］。しかし、モンゴル国および
中国内モンゴル自治区ではオスを幼児期に屠殺することも売却することもなく1、去勢して
維持している［小長谷 1996：66］。 
牧畜民はなぜ家畜を去勢するのかという問題は家畜の群れ管理と利用に深く関わってい
る。去勢された家畜はオスとしての能力を失うから、オス同士の争いもなく、群れを離れ
ることもない。家畜の交尾時期における種オス同士の争いを妨げる。さらに、群れの安定
をもたらす［後藤 1968：137］。去勢された家畜はおとなしくなるので労役に使いやすく、
肉も多くつき、そのうえ毛並みもよくなる［藤木 1982：63］。とりわけモンゴルでは去勢
畜が活かされ、その利用が多様に展開している［小長谷 1996：68］。 
モンゴル牧畜において家畜とされるのはラクダ、ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジの五畜であ
る。この五畜をモンゴル語でタブン・ホショー・マル（tabn hoshuu mal）2という。これら
五畜に去勢を施す。モンゴルでの去勢は成熟前のオス畜に行われるのが通常である。去勢
の時期は春秋の涼しい季節が良いとされている［小長谷 1992：126］。去勢作業には種オス
候補を選定してから残りを去勢するという「種オスの選定」と「去勢の手術」の 2 つの側
面があるとされる［小長谷 1996：82］。去勢には術後の仔畜の素早い回復と成育を象徴す
る呪術的行為がある［小長谷 1996：87-88］。 
本稿で取り上げるのは中国内モンゴル（蒙古）自治区アラシャー（阿拉善）右旗のラク
ダの去勢である。アラシャー右旗は「ラクダの故郷」と呼ばれるほどラクダの飼養が盛ん
な地域である。本稿では、去勢の年齢と時期、去勢作業をあらわす呼称、去勢術法・作業
 
1 ただし、内モンゴルでは当歳ヒツジが売却されるようになっている［児玉 2013：374-375］。 
2 本稿で使用する用語の表記はモンゴル語のカタカナ表記とローマ字表記を併用した。初出後はカタカナ
のみで統一した。モンゴル語のローマ字表記はシ・ドンルブ（2000）の『現代蒙古語辞典』をもとに、現
地の発音に近い表記を採用した。 
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流れ、去勢後の放牧・管理、去勢後のラクダ呼称の変化と去勢ラクダの利用という 7 つの
側面に焦点をあてる。 
 
2. 調査地概要 
2.1 アラシャー右旗アラタンオボ鎮グンダライ・ガチャ 
 調査地は中国内モンゴル自治区アラシャー盟3アラシャー右旗4アラタンオボ（阿拉騰敖
包）鎮5グンダライ（貢達莱）・ガチャ（嘎査6）である。 
 本稿で取り上げる内モンゴル自治区は中国の北西部に位置する（図 1）。面積は 118.3 万
平方キロメートルで、日本の約 3 倍の面積をもつ。人口は約 2539.6 万人（2019 年末）であ
る7。 
アラシャー盟は内モンゴル自治区の最西端に位置する（図 1）。その行政組織はアラシャ
ー右旗、アラシャー左旗、エゼネー旗の 3 つの旗からなっている。そのアラシャー盟の中
部に位置するのが本稿で取り上げるアラシャー右旗である（図 1）。アラシャー右旗は 3 つ
の鎮と 4 つのソムからなっている。その総面積は約 7.3 万平方キロメートで、これは日本
の総面積のおよそ 5 分の 1 に相当する。人口は 2.5 万人（2019 年末）である8。アラシャー
右旗の年間降水量は 110mm である。標高は西部が最も高く 2,500m 以上、東部に向かうに
従い低くなり、東部では 900m 近くになる。南部と西南部は山地、西北部は砂漠である。
北、東、西にはゴビ、丘陵地帯が広がっている。 
調査地であるアラタンオボ鎮はアラシャー右旗の政府所在地バダインジリン鎮から 296
キロメートル離れた北西部に位置する（図 1）。アラタンオボ鎮の北はモンゴル国、東はア
ラシャー左旗、西はエゼネー旗に接している。その総面積は 4,238 平方キロメートルであ
る。総人口は 1,511 人（2019 年末）である9。現在におけるアラタンオボ鎮の行政組織は 6
つのガチャと 1 つの社区から構成されている。該当鎮の土地景観はゴビ砂漠、山地と丘陵
を主とする。山地と丘陵の間はゴビで、南は砂漠に接している。西から東にかけて標高が
高くなる。7 月の平均気温は 22℃～28℃、1 月の平均気温は－19℃以下で、年間降水量は
50mm 以下である。 
グンダライ・ガチャはアラタンオボ鎮の管轄下にある 6 つのガチャの 1 つであり、アラ
タンオボ鎮の西北に位置する（図 1）。該当ガチャの総面積は 555 平方キロメートルで、総
人口は 29 世帯の 110 人である。ガチャの生業は牧畜である。主にラクダとヤギを飼養して
いる。 
 
 
3 盟とはモンゴル族の多く住む地域の行政区で、モンゴル自治区固有の行政単位名である［包 2015：12］。 
4 旗とは盟を構成する県級の自治体である［包 2015：12］。 
5 鎮とは、旗の下位単で、漢人地域の郷に相当する［包 2015：13］。 
6 嘎査とはモンゴル語で村の意味で、内モンゴルの牧畜地域の最末端の行政組織である［包 2015：13］。 
7 「内蒙古自治区 2019 年国民経済和社会発展統計公報」[内蒙古自治区統計局ホームページ]。 
8 「2019 年阿拉善右旗政府工作報告」[阿拉善右旗政府ホームページ]。   
9 「2019 年阿拉善右旗政府工作報告」[阿拉善右旗政府ホームページ]。 
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2.2 実地調査 
 ラクダの去勢作業について 2018 年 9 月 6 日から 12 日にかけて参与観察および聞き取り
調査を行った。参与観察したのはグンダライ・ガチャの牧畜民 S 氏（1983 年生まれ・男・
モンゴル人）が実施したラクダの去勢作業である。S 氏の同居家族は、S 氏の父（1952 年
生まれ）、母（1955 年生まれ）、妻（1986 年生まれ）、子供（2008 年生まれ・男）である（2018
年現在）。S 氏は 18 歳から牧畜に関わり、調査地では経験豊かな若い牧畜民の一人である。  
 
図 1 アラシャー盟アラシャー右旗アラタンオボ鎮グンダライ・ガチャ位置図 
（Google 地図をもとに筆者作成） 
グンダライ・
ガチャ 
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S 氏の宿営地は鎮中心から 65 キロメートルほど西北に進んだ山間部に位置する。 
S 氏家の所有家畜はヤギ 150 頭、ラクダ 65 頭、ヒツジ 25 頭、ウシ 8 頭である。該当ガ
チャでは各世帯平均所有ラクダ頭数は 50 頭で、平均より 15 頭多い。 
S 氏の所有ラクダ 65 頭の内、去勢オス 16 頭、成メス 18 頭、種オス 1 頭、3 歳 14 頭、2
歳 9 頭、当歳仔107 頭である（表 1）。4 歳から成畜とみなす。ラクダの 3 歳、2 歳と当歳仔
はメス・オスを問わない。ただし、3 歳以下でも必要に応じて性別を識別することがある
［ソロンガ 2017：62-63］。 
S 氏のラクダの内、去勢の対象となるのは 3 歳 14 頭の中のオス 8 頭である。メスラクダ
は去勢しない。 
 
表 1 S 氏の所有ラクダの内訳 （2018 年 9 月） 
合計 去勢オス 成メス 種オス 3 歳 2 歳 当歳仔 
65 頭 16 頭 18 頭 1 頭 14 頭 9 頭 7 頭 
出典：S 氏からの聞き取りによる 
 
3. ラクダの去勢 
3.1 ラクダの去勢年齢と時期 
S 氏におけるラクダ、ウシ、ヒツジとヤギの去勢年齢、対象個体の呼称と去勢オスの呼
称は表 2 のとおりである。S 氏はウマを飼育していないため、本稿では取り扱わない。 
 
表 2 家畜の去勢時期・年齢・呼称 
 *実施しないこともある。 出典：S 氏からの聞き取りによる 
 
ラクダの去勢年齢はウシ、ヒツジとヤギと比較すると遅く、3 歳で去勢する（表 2）モン
ゴル語でラクダをテメー（temee）という。ラクダの呼称は年齢や性別によって細分化され
ている（ソロンガ 2017：65）。去勢前の 3 歳のオスラクダをタイラグ（tailag）という。去
 
10 本稿で取り上げる幼児期のラクダをすべて「仔」と表示する［今村 2012：35-46］。幼児期のラクダは
モンゴル語でトロー（tɵl）と呼ばれる。生まれてからの 0 歳から 2 歳まで母乳を飲み、離乳期に達した個
体を指す。0 歳から 1 歳までの仔ラクダを「当歳仔」と取り扱う。 
家畜種 去勢の年齢 去勢前の呼称 去勢オスの呼称 去勢の時期 
ラクダ 3 歳 タイラグ（tailag） アタ（at） 4 月初旬～中旬 
9 月～11 月中旬*
ウシ 2 歳 ビャロー（biruu） シャル（šar） 5 月～6 月 
ヒツジ 4カ月～5カ月 ホルガ（hurag） イレグ（irge） 5 月～6 月 
ヤギ 4カ月～5カ月 イシゲ（ishig） セレヘ（serhe） 5 月～6 月 
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勢した後は去勢ラクダを意味するアタ（at）になる。アラシャー盟の他の地域では場合に
よって 4 歳ラクダを去勢することがある。去勢前の 4 歳のオスラクダをデゥネン・タイラ
グ（dɵnɵn tailag）という。デゥネンとは家畜の 4 歳をあらわす名詞である。去勢後はアタ
になる。ただし、S 氏家では 4 歳ラクダを去勢することはほとんどない。 
ウシは 2 歳で去勢する。去勢前の 2 歳のオスウシをビャロー（biruu）という。去勢した
後は去勢ウシを意味するシャル（šar）になる。 
ヒツジとヤギの出産は 12 月から翌年の 1 月で、生後 4 カ月から 5 カ月で去勢する。当歳
仔ヒツジをホルガ（hurag）、当歳仔ヤギをイシゲ（ishig）という。去勢後も呼称は変わら
ない。2 歳の時、ヒツジをトログ（tɵlɵg）、ヤギをシュドレン（shudleng）という。ヒツジ
とヤギを去勢家畜と呼ばれるようになるのは 3 歳からである。去勢ヒツジをイレグ（irge）、
去勢ヤギをセレヘ（serhe）という。 
ラクダの去勢時期はウシ、ヒツジとヤギと比較するとやや早く（表 2）、毎年の 4 月初旬
から中旬にかけてである。体格が小さいラクダに対しては時期を遅らせて、9 月から 11 月
中旬にかけて実施することもある。ただし、ウシ、ヒツジとヤギにこの時期に去勢するこ
とはない。 
ウシ、ヒツジとヤギを去勢する時期は 5 月から 6 月にかけてである。 
牧畜民はどの家畜でも去勢する縁起の良い日を僧侶に選んでもらう。 
 
3.2 ラクダの去勢作業をあらわす呼称 
ラクダの去勢作業をあらわす呼称は以下の表 3 のとおりである。 
 
表 3 ラクダの去勢作業をあらわす類別呼称 
呼称 意味 使用頻度 
タイラグ・アタラホ（tailag atalah） 3 歳のオスラクダを去勢ラクダにする よく使用 
タイラグ・ボスガホ（tailag bosgoh） 3 歳のオスラクダを立ち上げる よく使用 
ホンゴロホ（hɵngɵlɵh） 軽くする まれに使用
                出典：S 氏と S 氏父からの聞き取りによる 
  
「タイラグ・アタラホ」は、去勢前の 3 歳ラクダ「タイラグ」を「アタにする」という
意味である。「アタラホ」は去勢ラクダを意味するアタに接尾辞ラホ（lah）が付いて動詞
化したものである。 
「タイラグ・ボスガホ」は、「タイラグ」を「立ち上げる」という意味になる。タイラグ・
ボスガホという呼び方はアラシャー盟以外の地域では使われていない。この呼称は以前か
らアラシャー盟だけに使われてきた呼称という。 
モンゴル国および内モンゴル自治区のシリンゴル盟ではラクダの去勢を「ツァガーラハ
（cagaalah）」と表現する［小長谷 1991：47］。「ツァガーラハ」とは白色を意味する「ツァ
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ガン（cagan）」という語から派生した動詞である。「白くする」という意である。調査地で
はこの表現はまったく使われていない。 
また、モンゴル国ではラクダに去勢を施すことを「テメー・アクタラホ（temee agtalah）」
と表現する［セ・ザンバレドルジ 2008：75］。調査地では「アクタ」は去勢ウマをあらわ
し、「テメー・アクタラホ」とは言わない。 
調査地では、ホンゴロホ（hɵngɵlɵh）ということもある。通常ヒツジとヤギの去勢を指
す呼称と認識している。まれにラクダに使われる。「ホンゴロホ」とはモンゴル語で軽くす
るという意味である。「ホンゴロホ」は比喩的な表現で、睾丸を取り出すことで、家畜を「楽
にする」という意である。種オスには去勢オスと比べると、体が重い、行動が遅い、性格
が活発ではなく、よく怠けるという特徴がある。それが去勢によって性格が活発で生き生
きするようになるので、去勢オスにすることを「楽にする」という。この「楽にする」と
いうことによる家畜の性格および行動などに生じる変化はラクダにも等しく見られる。 
 
3.3 ラクダの去勢術法 
調査地においてラクダの去勢術法は 3 つある（表 4）。そのうちハイルジュ・アタラホ
（hairij atalah）とボージュ・アタラホ（booj atalah）が主にもちいられている。 
 
表 4 ラクダの去勢術法 
術法 
呼称 
ハイルジュ・アタラホ 
（hairij atalah） 
ボージュ・アタラホ 
（booj atalah） 
ソゴルジュ・アタラホ 
（soglaj atalah） 
呼称 
の意味 
焼いて去勢ラクダにする 縛って去勢ラクダにする 抜き出して去勢ラクダにする
 
作業 
内容 
陰嚢を内皮とともに切開
して睾丸を取出し、陰嚢の
根元を挟みながら睾丸と
根元のつながっている部
分を焼いて切断し、出血を
止める 
陰嚢の外皮だけを切開
し、内皮を切らずに手で
睾丸をねじりながら引き
ちぎって、麻糸で睾丸の
根元を強く縛っておくと
睾丸が脱落する 
陰嚢を内皮とともに切開し、
両手で陰嚢の根元を強く握る
と睾丸が突き出してくる。血
管を強くはさみながらゆっく
りと睾丸を抜き出す 
使用 
道具 
ナイフ、サブサラガ、 
焼きごて 
ナイフ、麻糸 ナイフ 
使用 
状況 
よく使用 使用 なし 
出典：S 氏からの聞き取りによる 
 
（1）ハイルジュ・アタラホ 
「ハイルジュ」とはモンゴル語で「焼く」の意で、「ハイルジュ・アタラホ」で焼いて去
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勢ラクダにするという意味である。 
この術法はラクダに与える痛みが小さく、去勢後ラクダが病気になる可能性が低いとさ
れる。そのため、調査地で最も使われており、S 氏の術法もハイルジュ・アタラホであっ
た。 
ハイルジュ・アタラホの具体的作業内容はラクダの陰嚢を内皮とともにナイフで切り開
き、両手で陰嚢の根元を強く絞ると切開した孔から睾丸が出てくる。その睾丸を手で取り
出し、サブサラガ（sabsalga）という木製の道具で陰嚢の根元を挟み、ハイルール（hairuul）
という焼きごてで取り出した睾丸と根元のつながっている部分を焼いて切断し、出血を止
めるというものである。睾丸は 2 つあるため、1 つずつ同じ作業を繰り返す。 
サブサラガとは 2 つの細長い木の棒を合わせ、片方の先端を糸で縛ってあり（写真１）、
主にソハイ11（sohai）という潅木の枝を用いる。各世帯に 1 つはあり、S 氏のは長さ約 28cm
で、ソハイで作られている（写真 1）。 
ハイルールはモンゴル語の「焼く」をあらわす「ハイルホ（hairih）」という動詞から派
生した名詞で、焼く道具を意味する。把手と先端部からなる（写真 1）。S 氏のハイルール
は長さ約 35cm である。 
 
 
写真 1 サブサラガ（左）と焼きごて―ハイルール（右）S 氏所蔵 
 （2018 年 9 月 10 日筆者撮影） 
 
 
 
11 ギョリュウ科、潅木、小高木。学名は Tamarix ramosissima Ledeb., 漢語名は紅柳［サランゲレル・児玉
2011：123］。 
86 
 
道具と患部の消毒には塩水を使用する。術後、ラクダにアルツァの香をくぐらせる。こ
れは他の 2 つの術法でも同様である。 
塩水に使用される塩は必ず加工されていない天然の塩である。塩12は 2 年間に 1 回ぐら
いアラシャー右旗のヤブライ鎮13に位置するヤブライ塩湖から採ってくる。 
アルツァとはヒノキ科の植物14で、その葉と枝を粉末にしたものを燃やすと出る香には
消毒の効果があるとされる。蚊などの虫を追い払う効果もある15。さらに、アルツァの香
をくぐらせることは、苦しみを和らげるとともに、出血によるけがれを清め、家畜の安泰
を祈るという意味合いを含み、術後の仔畜の素早い回復と成育を象徴する呪術的行為であ
る16,17。 
 
（2）ボージュ・アタラホ 
ボージュ・アタラホの「ボージュ」とはモンゴル語で「縛る」を意味し、「ボージュ・ア
タラホ」で縛って去勢ラクダにするという意である。 
ボージュ・アタラホの具体的作業内容はラクダの陰嚢の外皮だけをナイフで切り開いて、
内皮を切らずにそのまま手で睾丸をねじりながら引きちぎって、麻糸18で睾丸の根元を強
く縛る。もう 1 つの睾丸も同じ手順で縛るが、その際、必ず 2 つの睾丸をくっつけるよう
に縛る。2 つの睾丸の間に隙間ができてしまうと、その間に毛が入って、ラクダが驚きや
すい性格になるという19。睾丸を縛った後は尻尾の先端を細いひもで縛ってラクダの後ろ
のコブに縛っておく。このようにすると出血が少なく、傷口が速く癒える。遅くても 2 週
間たつと、自然に睾丸が脱落する。 
モンゴル国のラクダの去勢はボージュ・アタラホ術法と同じで、アキレス腱から作った
糸をもちいて睾丸の根元を縛っておくとやがて脱落するというものである［小長谷 1996：
75］。違いは、調査地ではアキレス腱ではなく、麻糸を使っている点である。 
調査地で、この術法を使用してラクダを去勢する牧畜民は少ない。その理由は 2 つある。 
第一に、この術法を使用する場合は睾丸の根元を縛る麻糸を去勢対象となるラクダの頭
 
12 他にも塩を熱くて濃いお茶と卵と一緒に混ぜて、温いうちに体力が落ちて歩けなくなったラクダに飲ま
せ、3 日間連続で飲ませたら体力が回復してくるという。他方、日常食事においても肉を茹でる時、冬の
保存食としての漬物を作る時もこの塩を使っている。 
13 ヤブライ鎮はアラシャー右旗の管轄下にある 3 つの鎮の 1 つであり、アラシャー右旗人民政府所在地か
ら 109 キロメートル離れる東南に位置する［ソロンガ 2017：60］。 
14 学名は Platycladus orientalis (L.) Endl.である［バヤリタ 2018：5］。 
15 薬用利用もある。ラクダの咳止めで、アルツァを水に入れて長時間煮た後、冷ましたものを飲ませる。 
16 新疆のイリ・カザフ自治州のオイラトモンゴル人はアルツァをうがいなど薬用として利用する以外に、
線香用、儀礼用としても利用している。アルツァの葉、小枝を採取し、それを火の上に乗せて燻すと、芳
香のある煙を出す。その煙には身を清め、厄を払う効果があると信じられている［バヤリタ 2018：13-14］。 
17 ヒツジの去勢の場合、術後の仔畜の素早い回復と成育を象徴する呪術的行為として、去勢をすませた仔
ヒツジを放つ時にはバガナと呼ばれる柱のような棒の上を飛び跳ねさせ、背後から穀類をふりまく［小長
谷 1996：88-89］。 
18 麻糸は必ず水にぬらしておく。水にぬらすと、麻糸の強度が強くなり、容易に解けなくなる。 
19 ラクダが驚きやすい性格になると、騎乗用と運搬用に向かなくなる。人を乗せるのを嫌がり、荷物を乗
せるとよく驚いて体を動かし、荷物がずれて、落ちることもある。 
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数分で用意して、消毒しておく必要がある。そのため、手間がかかるためである。 
第二に、ラクダの睾丸を根元に縛っておくと、寄生虫などによって病気になる可能性が
高いためである。 
 
（3）ソゴルジュ・アタラホ 
現在、ラクダの去勢術法としてまったく使われていない術法20はソゴルジュ・アタラホ
（soglaj atalah）である（表 4）。「ソゴルジュ」とはモンゴル語で「抜き出す」の意味で、
「ソゴルジュ・アタラホ」で、抜き出してアタにするという意である。 
ソゴルジュ・アタラホの具体的作業内容は陰嚢を内皮とともにナイフで切り開いて、両
手で陰嚢の根元を強く握ると切開した孔から睾丸が突き出してくる。片方の手で血管をひ
ねり、もう一方の手の指で血管を強くはさみながらゆっくりと睾丸を抜き出す。そして、2
つの睾丸を順々に抜き出す。出血を伴う。 
この術法が調査地でラクダにまったく使われていない理由は 3 つある。 
第一に、この術法を使用する場合は睾丸をそのまま手で抜き出すため、ラクダの睾丸と
つながる血管に傷つける可能性が高い。それによって出血する場合が多い。 
第二に、ラクダの睾丸がヒツジとヤギに比べて大きいため、去勢する人の高い技術と力
が必要である。 
第三に、この術法で去勢されたラクダは体力が弱くなりやすく、術後、体力の回復が遅
いためである。 
他方で、この術法はヒツジとヤギ21によく使用される。その理由は、牧畜民は手間があ
まりかからない容易にできる術法で、ヒツジとヤギの睾丸が小さく、睾丸とつながる血管
が細く、出血が少ないためである。 
 
4. ラクダの去勢作業 
 ラクダの去勢作業には、去勢対象ラクダと実施時期の決定、去勢作業当日までの準備と
去勢作業当日という 3 つの側面がある。 
 
4.1 去勢対象ラクダと実施時期の決定 
2018 年において、3 歳ラクダ 8 頭すべてを去勢した。S 氏の去勢作業は 2 回にわたって
行われた。 
 
20 アラシャー盟の他の地域ではまれにラクダに使われているという。 
21 トルク系ユルックでは、ヤギの睾丸の先端部の皮膚を小刀で切り目を入れ、剥き出しになった睾丸の
中ほどに 10 センチメートルくらいのふとい針をつきさし、針穴にとおした糸を指に絡めてぐるぐると回
しながら睾丸を抜き取る［松原 2004：91］。ユルック以外の他の地域では、糸で睾丸への血脈の流れを止
める結糺法、板で挟んだ睾丸を石などでたたきつぶす叩打法、前歯で睾丸への血脈の流れを噛み切って止
める咬歯法などがある［松原 2004：92-93］。アラブ族は、ヒツジとヤギに対して輸精管を手で切り、紐で
縛る［松井 1980：89］。 
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1 回目は春22の 4 月 21 日である。通常の時期に比べて、2018 年のラクダの去勢作業時期
はやや遅かった。これは 2018 年春が例年より寒く、風が強く、雪が降ったためである。寒
い時期に施術するとラクダの体がなかなか回復せず、睾丸を取り出した後の傷口が癒える
のに時間がかかる。去勢後のラクダは普段より体調が悪いため、寒さによって病気になる
可能性もある。 
去勢の対象となる 3 歳ラクダ 8 頭には、比較的遅く生まれたため体格が小さいラクダが
3 頭いた。体格が小さい個体を去勢すると、体力が落ち、病気になる可能性が高い。その
ため、その 3 頭は秋に去勢を施すことになった。 
2 回目は秋の 9 月 10 日である。筆者が参与観察したのはこの 2 回目である。 
2 回とも僧侶が具体的な実施日を決めている。 
調査地では、ラクダの去勢は必ずしも種オスの選定と同時に行われていない。 
S 氏は 2 年間から 3 年間に 1 回、種オスを換える。換える方法は大きく 2 つある。1 つ
目は自分の群れから新しい種オスを選定し、それまでの種オスと交換する方法である。2
つ目は他人の種オスを導入する方法である。その場合、自分の群れから種オスの候補とな
る個体を選定してそれと交換する場合と、利用している種オスとそのまま交換する場合が
ある。交換するのは親戚、周辺の牧畜民や種オスラクダの品質が優れているとみなに知ら
れている牧畜民である。S 氏が自分の群れから種オスを選定したのは 5 年前で、ほとんど
が交換によって種オスを換えている。 
種オスの選定において、種オスに選定されたヒツジの額にバターを塗りつけ、アルツァ
の香を 3 回まわしてから祝詞を読んで種オスを祝福する行為が報告されている［小長谷
1996：84-85］。調査地では種オス候補の選定や交換時において祝福行為をおこなっていな
い。 
 
4.2 去勢作業当日までの準備 
去勢作業当日までの準備は大きく 3 つある。 
1 つ目は作業日を決めることである。作業日より 2 週間前に S 氏がバイクで家から東北
30 キロメートルほど離れるチベット仏教の僧侶 N 氏（1950 年生まれ・男・モンゴル人）
の家に行き、作業日を決めてもらった。N 氏は暦を見ながら佛珠を 3 回まわして作業日を
決めた。 
2 つ目は去勢施術者と手伝いを確保することである23。ラクダの去勢作業には高い技術と
人手が必要で、手間がかかる牧畜作業であるため、S 氏とその同居家族だけでは実施でき
ない。そこで、S 氏は S 氏兄（1975 年生まれ）とその妻の 2 人に協力を求めた。S 氏兄は
去勢を施術するスピードが速く、ラクダにあまりダメージを与えないため、去勢施術の腕
前が高いと調査地一帯では評判で、他家の去勢作業にもよく呼ばれている。特に、去勢技
 
22 調査地において春は 3,4,5 月、夏は 6,7,8 月、秋は 9,10,11 月、冬は 12,1,2 月である。 
23 内モンゴル北西部に位置するシリンゴル盟の事例では、ヒツジとヤギの去勢の場合、家族だけで行い、
労働力が不足している牧戸のみが親戚の協力を要請する［小長谷 1992：139］。 
89 
 
術にあまり優れていない若い牧畜民に頼まれることが多い。 
3 つ目は去勢対象ラクダを事前に集めて体調を整えておくことである。まず、去勢対象
ラクダ 3 頭を作業 3 日前に集めて、草と水を大量に与える。その後、畜柵内に放す24。そ
の畜柵はやや小さいほうが良いという。これは畜柵内でラクダがあまり移動せず、去勢作
業当日までの間ゆっくり休めるからである。畜柵内に入れた後は草と水などを与えず、胃
の内容物を完全に消化させる。こうすると去勢時の出血が少なく、体力と傷口の回復が速
いとされる。 
 
4.3 去勢作業当日 
9 月 10 日に、3 頭すべてを去勢した。 
術法はハイルジュ・アタラホであった。 
作業は S 氏夫婦、S 氏父と兄夫婦の 5 名によって行われた。 
去勢作業の場としてはラクダの畜柵内ではなく、家屋と畜柵間の平たいところである。 
作業前の準備として、まずは S 氏妻と兄の妻 2 人が去勢作業に使用するナイフ、焼きご
て、サブサラガ、アルツァと塩水を用意した。 
次に、S 氏妻と兄の妻 2 人はナイフ、焼きごてを塩水できれいに洗って、きれいな布に
包み、去勢作業を行う作業の場に持ってきた。 
S 氏父は作業の場で焼きごてを熱するために薪を燃やし、火をおこした。 
具体的には、作業は次のような手順で行われた。 
 
① S 氏妻と兄の妻の 2 人は去勢するラクダを畜柵から作業場に連れてくる。 
② S 氏と父 2 人はラクダの前足にひもをかけ、後足にもひもを回してラクダを倒す。そ
して、四肢をひもで縛り、ラクダを押さえる。その後は、作業中に使う道具をすべて
確認し、去勢を施術する準備をする（写真 2）。 
③ S 氏は兄にナイフを渡す。S 氏の兄は陰嚢を内皮とともにナイフで切り開く。出血が
ある（写真 3）。同時に、S 氏父は焼きごての先端部を火に約 10 分入れて加熱する。 
④ S 氏兄は睾丸をひっぱりだす（写真 4）。直後、S 氏はサブサラガを S 氏兄に渡す。 
⑤ S 氏兄はサブサラガで、睾丸の根元を挟み、サブサラガの片方をひもで括くっておく
（写真 5）。 
⑥ S 氏兄はサブサラガを固定して、睾丸の根元と血管などよく確認する（写真 6）。S 氏
父がすかさず、焼きごてを S 氏兄に渡し、S 氏兄は睾丸の根元を熱した焼きごてで焼
き、睾丸を根元から取る。その後、S 氏兄は素早くもう 1 つの睾丸にも同じ作業をす
る。S 氏は使い終わったナイフとサブサラガを S 氏兄から受け取り、塩水で洗って消
毒する。S 氏と父 2 人はラクダの四肢を縛るひもがゆるんでないかをもう一度確認し
た後、次のラクダを去勢する道具を準備する。 
 
24 アラシャー盟では、ラクダを去勢前 3-5 日間畜柵内に囲む［ムンクジルガラ 2006：29］。 
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⑦ S 氏妻は取り出した睾丸を袋に入れる。S 氏兄は傷口に塩水をそそいで消毒する。S
氏父がアルツァを燃やし、その香をラクダにくぐらせる。 
⑧ S 氏と兄 2 人でラクダを立たせて放す。 
 
 
写真 2 ラクダを倒し、四肢をひもで縛る    写真 3 陰嚢をナイフで切開する 
（2018 年 9 月 10 日筆者撮影）         （2018 年 9 月 10 日筆者撮影） 
 
 
写真 4 睾丸をひっぱりだす       写真 5 サブサラガで睾丸の根元を挟む 
（2018 年 9 月 10 日筆者撮影）          （2018 年 9 月 10 日筆者撮影）
ナイフ 
サブサラガ 
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写真 6 根元を焼き、血を止める 
（2018 年 9 月 10 日筆者撮影） 
 
1 頭あたりの所用時間は各 25～30 分程度であった。 
ここまでの作業を分担者別にみると、重要な役割は施術者である S 氏兄で、作業は S 氏
兄を中心にして進んでいる。S 氏妻と兄の妻 2 人の作業は作業前の道具の準備、作業中に
去勢対象ラクダを畜柵から外へ連れ出すことと取り出した睾丸を集めることである。去勢
作業において S 氏の作業は作業直前と作業後の道具の確認、洗浄と消毒および作業中に施
術者を手伝ってラクダを倒すことと道具を渡すことである。S 氏父の作業は主に作業前に
火をおこして作業中に焼きごてを熱することと施術者に渡すことで、これに加えて道具の
確認とラクダにアルツァの香をくぐらせるなど簡単な作業補助である。 
処置後放たれたラクダは、すぐにゆっくりと移動しはじめ、それほど大きなダメージを
受けた様子はなかった。ヤギとヒツジの場合は、去勢した睾丸を食用する習慣がある。し
かし、ラクダの場合は食さない。その理由は、S 氏によるとラクダが天から送られてきた
天子のような存在で、またその睾丸が硬いので、以前から食さない伝統があるという。 
ラクダを去勢した後、その睾丸を畜柵や潅木に掛けておく。畜柵や潅木に掛けておくと、
自然に乾燥する。乾燥後紙に包んで保存しておく。必要な時は粉末にし、水に混ぜて人の
傷に塗る薬として利用する。薬用として利用しない場合は、畜柵や潅木に掛けたままにし
て放置する。 
去勢後は 5 人でその去勢場をきれいに片付けた。作業中に使った道具をそれぞれ S 氏妻
と兄の妻の 2 人が屋内に持ち帰り、水で洗ってから外において乾かす。 
去勢作業に参加した 5 人は手を洗ってからアルツァの香で身体をくぐらせた。これには
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消毒の意味だけでなく、ラクダを去勢する時に出た血によるけがれを清め、ラクダに与え
た痛みによって自分にもたされた厄を払う意味もある。 
その後、みなでお茶を飲みながら、去勢に関する雑談をした。雑談の途中、S 氏は施術
者の S 氏兄に 300 元（日本円換算約 4520 円、2020 年現在）、磚茶25、お酒とハダガ26（hadag）
を、兄の妻には磚茶とハダガを謝礼として渡した。 
  
4.4 去勢後のラクダ放牧・管理 
去勢後から放牧に出すまでの流れは以下のとおりである。ラクダの傷と体力の回復に細
心の注意を払う。 
 
① 去勢直後は去勢ラクダの体力が弱く、傷口がまだ癒えてないため、種オスラクダが驚
かしたり、追い立てないように注意する。去勢後の個体それぞれの様子をよく観察し
ておく。 
② 去勢当日の夜は去勢ラクダを家から遠く行かせず、畜舎からやや遠く、湿気がない、
ほこりも少ない灌木のあるきれいなところに、灌木に繋いで宿営させる。翌日の夜か
らは灌木に繋がず畜舎の周辺に自由に宿営させる。 
③ 去勢後の翌日から他のラクダと混じらないようにして、7 日間から 10 日間程度家から
800 メートルから 1 キロメートル近くのところに放牧するようにする。これは何かの
原因で傷口が大きくなり、出血する可能性が高いためで、およそ 7 日間は個体の身体
を確認する。もし、何か症状があれば、アルツァと塩水で患部を消毒する。また、体
力が落ちるため、去勢後およそ 7 日間はラクダに水を飲ませない。 
④ 7 日間から 10 日間後、去勢後の傷および体力が回復すると、他のラクダの群れに入れ
て、放牧に出す。 
 
4.5 去勢後のラクダ呼称の変化 
 3 歳ラクダであるタイラグが去勢されると「アタ」になる。去勢オスのアタを年齢によ
って呼び分けることがある。去勢した段階から 4 歳までの去勢オスはシネ・アタ（šin at）
という。シネとはモンゴル語で「新しい」の意味である。5 歳の去勢オスはジャルー・ア
タ（zaluu at）、6 歳から 16 歳の去勢オスはアタという。ジャルーとはモンゴルの「若年あ
るいは若い」という意味である。17 歳以上の去勢オスをホゲシン・アタ（hogshin at）と呼
ぶ。ホゲシンとはモンゴル語で「老いたあるいは老齢」の意味である。 
 
 
 
25 レンガのようなすべての面が長方形の固形茶。磚はレンガの意味である。磚茶はモンゴル語でヘビー・
チャイ（heb-chai）という。ヘビーは型、チャイは茶の意味である［曹 2014：41］。 
26 モンゴル人は宗教儀礼用、贈り物用およびお祝い用に使う神聖な絹切れである。贈り物用に青色のハダ
ガを用いる。 
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4.6 去勢ラクダの利用 
 ラクダの利用用途は肉、ミルク、毛、皮、糞と動力、生体売却である。肉と皮利用にお
いてはラクダの解体が必要になる。他方で、ミルクと毛はラクダを解体せず利用できる［児
玉 2019：37］。肉とミルクは食用目的で、自家消費である。毛、皮と個体は売却されて、
収入源になる。糞の利用目的は燃料である。動力には騎乗、運搬がある［堀内 2015：28-30］。 
S 氏の去勢ラクダの主要な利用は毛と生体売却である。次いで、騎乗用、運搬用、肉で
ある。 
去勢ラクダはメスラクダと比べて毛の産量が多く、安定した収入をもたらす。特に、首
の毛であるジョグドル（jogdor）が一番高い27。S 氏は毎年ラクダの毛を売却し、現金収入
を得ている。以前は毛を布団の中身、織物に利用していたが、現在自家利用することはほ
とんどない。 
生体売却は 1 頭でもまとまった現金収入をもたらす。S 氏は群れの中から去勢ラクダを
毎年 2,3 頭売却する。去勢ラクダはメスラクダと比較して体が大きいため、1 頭当たりの価
格が高いことから売却の対象になることが多い。去勢オスのなかでも売却の対象となるの
が調教されていない去勢オスである。他方で、調教したラクダを売却することはほとんど
ない。例外的に、観光地などへ高価で売ることがある。 
去勢ラクダを騎乗用、運搬用として利用する。そのためには調教が必要である。去勢後
は去勢前より性格が大人しくなりはじめ、去勢後約 10 カ月から 1 年間経てから調教を始め
る。調教の済んでいる去勢オスは未調教の若い去勢オスを調教に慣らせるように伴走させ
るためにもよく利用される。 
現在、騎乗用と運搬用の利用頻度は減少している。騎乗用として利用するのは S 氏一家
が旧正月、近隣や親戚の結婚式などに行く時である。これはラクダに乗っていくことで、
牧畜民としての威信および他人に対するお祝いの気持ちを高めるからであるという。 
 S 氏の宿営地は水資源が乏しい地域である。そのため、S 氏一家は宿営地から 1.8 キロメ
ートル離れている井戸から水を運んで自分たちで飲用している。普段は車で運んでいるが、
秋の草刈りの忙しい時期など車がない時は去勢ラクダを利用する。 
本来ラクダの肉は食用利用されていなかった28。現在はラクダの肉を自家消費として利
用する29が、S 氏一家は 3,4 年間に 1 頭を食用にすることがあるのみである。これは S 氏に
とってラクダの頭数を増やすためで、毎年 1 頭を食用にするとラクダの頭数がすぐ減るか
らだという。食用の対象となるのは主に調教されていない去勢オスである。ただし、調教
したラクダがけがをした時に食用にすることがあるという。 
ラクダの皮はその年齢と性別に関係なく、すべて利用できる。ラクダの皮をヤギの糞で
 
27 1 頭当たりの産量は約 4.5 キロから 5 キロで、首の毛の産量は 250 グラムである［児玉 2019：44］。 
28 アラシャー盟のエゼネー旗でも、1958 年人民公社以前はラクダを食用にしていなかったという［サラ
ンゲレル・児玉 2011：125］。 
29 S 氏父によると、S 氏家でラクダの肉が毎日の食卓に出るようになったのは 1985 年前後からであると
いう。 
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燻して、乾燥させ、その後は小さく分割し、手で揉んで軟らかくし、家畜用の鞭、袋や細
いひもを作る30。ラクダの皮製の細いひもは伸縮しないため、天幕家屋のハナ（han）と呼
ばれる格子状の壁をつなぐひもとして使用する。仔ラクダの皮は成ラクダの皮より軟らか
いので、主に服類と布団に利用する。現在、ラクダの皮の自家利用することはほとんどな
く、ラクダを解体した時に売却される31。 
 他方で、メスは乳、毛の利用が主である。場合に応じて騎乗用と運搬用になる。メスを
売却することがほとんどない。ただし、生殖能力が衰えたメスを売却することもある。 
種オスは毛と生体売却のみである。種オスは食糧、騎乗、運搬に利用しない32。種オス
を 2 年間から 3 年間に 1 回換えるが、その際に古い種オスを買い付け商人に売却する。 
3 歳以下のラクダは食糧用、騎乗用、運搬用と生体売却の対象にならない。毛は利用で
きる。ただし、当歳ラクダの毛刈りはしない。2 歳のラクダの毛は柔らかいため、布団綿
として使い、余った分を売却する。 
ラクダの糞はその年齢と性別に関係なく、すべて燃料用である。採集する時点でほぼ乾
燥している。これを調査地ではアラガス（argas）33という。アラガスの採集作業は日頃行
われるが、主に秋と春に集中する。冬の準備のために、秋のうちに大量のアラガスを集め
ておく。秋は雨が少ないので、乾燥しやすいからである。春の時期にも、アラガスの採集
に適している。春のアラガスはよく乾燥し、硬い状態のものが多く、火力も非常に強い。
採集場所は畜舎、家の近所、牧草地などである。牧畜民は放牧に行く時や時間がある時、
帆布の大きい袋を背負い、歩きながらアルガスを手で拾う。拾ったものを日当たりがいい
場所で一列にならべて完全に乾燥させる。早く乾燥させるためにアルガスをまめにひっく
り返す。完全に乾燥したものを薪などがおかれる場所に保存する。その主な用途は暖房と
調理である。S 氏家では、冬の寒い時期にラクダの糞を石炭と一緒に調理用と暖房用とし
て使っている。これ以外は薪と一緒に調理用に使用している。 
 
5. おわりに 
 これまで、モンゴルにおける牧畜の研究では去勢技術が重要な牧畜技術としてヒツジ・
ヤギとウマの去勢が多く論じされてきた［小長谷 1992,1996］。さらに、牧畜という生業に
おいて、去勢家畜はきわめて重要である。 
本稿は、アラシャー盟におけるラクダ牧畜民の牧畜技術である去勢を去勢の年齢と時期、
去勢作業をあらわす呼称、去勢術法・作業流れ、去勢後の放牧・管理、去勢後のラクダ呼
称の変化と去勢ラクダの利用という 7 つの側面から詳述した。 
 
30 井戸の水をくみ上げる桶にラクダの皮を使っていたという報告もある［サランゲレル・児玉 2011：124］。 
31 皮革の価格は年によって変動がある［児玉 2019：45］。 
32 モンゴル国のカザフ人は移牧に際して種オスに家財道具を積んで運搬用として使っている［今村
2019：85］。アラブで種オスは種付け時期以外に「運搬用ラクダ」として荷物などを受持つ「堀内 2015：
54」。 
33 内モンゴル自治区のシリンゴル盟では、ラクダのフンは乾湿を問わず排泄されたものをすべてホルゴル
という［包 2015：167］。 
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去勢の年齢は 3 歳で、他の家畜と比べて遅い。去勢の時期は毎年の 4 月初旬から中旬で
ある。その時期はウシ、ヒツジとヤギと比較するとやや早い。9 月から 11 月の中旬にかけ
て実施しすることもある。 
去勢作業において、ラクダの種オス選定は毎年実施されていない。種オスは主に他の牧
畜民との交換によって入手している。 
ラクダの去勢作業をあらわす呼称は 3 つある。調査地でタイラグ・アタラホあるいはタ
イラグ・ボスガホという呼称が使われている。タイラグ・ボスガホという呼称は以前から
アラシャー盟だけに使われてきた呼称である。 
調査地で最も頻繁にもちいられる去勢術法はハイルジュ・アタラホという焼く方法であ
る。アラシャー盟におけるラクダの去勢術法の特徴は道具と焼くという施術である。これ
はラクダに与える痛みおよび術後ラクダの体調の回復から一番安全と考えられているため
である。 
去勢作業当日までの準備は実際の作業において不可欠である。大きく 3 つある。僧侶に
依頼して去勢実施日を決定することと、施術者とその手伝いを確保すること、去勢対象ラ
クダを集めておき、体調を整えておくことである。 
ラクダの去勢作業は大きく 8 つの手順によって行われた。作業は 5 人で分担する流れ作
業である。施術者には施術するスピードが速いことが不可欠で、高い技術が求められる。 
去勢後は体力と傷口の回復に細心の注意を払っている。 
去勢作業において、宗教的な要素として、チベット仏教の僧侶が実施日を決めているこ
とがある。また、アルツァの香でラクダと人の身体をくぐらせることは、消毒だけでなく、
家畜と人のけがれを清め、厄を払い、家畜の安泰をもたらすことが期待される呪術的行為
である。 
去勢ラクダの呼称変化から見ると、ラクダを去勢することによってラクダの呼称体系に
変化をもたらされる。去勢後はラクダの呼称はその年齢と関係なくすべて去勢ラクダを意
味するアタになる。ただし、去勢オスの年齢に応じて呼称が細分化されている。 
去勢ラクダを主に騎乗用、運搬用、食糧用、売却として多様に利用する。現在、去勢畜
の毛と生体売却は牧畜民の重要な収入源である。 
本稿では、ラクダの去勢を 7 つの側面から明らかにした。牧畜民にとってラクダに去勢
を施すことによりラクダの利用をより広く展開することが可能となっている。 
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